
教科（　　　　国語　　　　　　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

・普段の授業では、中だるみしないよ
うに内容を切り替えながら行ってい
る。導入としては漢字の問題を行っ
て、気持ちを国語に向けさせ、そのあ
とに教科書の内容に入る。そして、最
後のまとめとしてワークや問題に取り
組ませている。５０分間集中力を途切
れさせないことが課題と思われる。

・ともすると黒板中心の授業となりが
ちであるが、副教材をうまく利用しな
がら挿絵や資料で生徒のイメージを
高めながら本文の中に引き込んでい
きたいと考える。図なども積極的に取
り入れることで生徒の理解を深めた
い。

・机間巡視の際には、ノートの取り方
や大切な部分への線引き、ひいては
文字の整え方などにも注意を促すよ
うに心掛ける。

２
年

 ・普段の授業では、プリントの穴埋め
はすらすらとできるが、自分で考えて
書いたり、根拠を文章中から探したり
することは苦手である。その点が、A
「書く」項目や B「読み取る力」の結果
に表れていると考えられる。
・「関心・意欲・態度」も他教科と比べ
て低い。何のためにこの文章を読ん
でいるかわからないという生徒や、授
業がつまらないという生徒が数人い
る。

　
・自分の考えを書く活動を増やしてい
く。その際には本文中から根拠となる
点を探したり、キーセンテンスや具体
例、心情等が分かるところに積極的
に線を引くように指導していく。
・教材に対して興味や関心をもてるよ
うな導入をする。導入ではどんな意見
も聞き、自分なりの課題や疑問を自
然にもてるよう促していく。

・机間指導の際に手が止まっている
生徒に対してヒントカードやアドバイス
を提示していく。
・グループワークを取り入れ、自分の
考えを明確化する。また、自分ではわ
からなかった部分を学び合いによって
補えるようにする。

３
年

 ・時間数が大変少ないので、授業の
スピードが速く宿題に任せることが多
い。

・「話す」活動をグループ学習として取
り入れているが、話す声の大きさや、
ルールなど、話すことに関して高い目
標を定めさせたい。

 ・宿題の点検や理解度の確認が必
要である。

・グループ学習を入れる中で全員が
話す機会を必ずもち、相互評価をさせ
る機会を入れる。

 ・課題に取り組む時には目標を複数
もって各自が選択できるように配慮し
ている。基礎的な目標を設定した生
徒には個別に声をかけていく。

・演習問題への取り組みは時間差が
生まれるので、別の課題に取り組ま
せる。

　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　　社会　　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

・生徒が活動する時間を確保すること
で内容に関する興味を引き付けるよう
に配慮して指導を行っている。指導方
法だけでなく、扱う内容によっても生
徒の関心や参加度も変わるので、関
連知識などに触れていくことで50分を
通じて参加度が高い状態を維持する
ことが必要である。
・暗記することに苦手意識をもってい
る生徒や自身の考えを表現すること
が苦手な生徒も多く見受けられる。

・積極的な授業参加のために、歴史
では事象を淡々とつなげていくのでな
く、時代間の比較や視覚資料をより多
く用いた授業に取り組む。地理分野で
は、ゲーム感覚で取り組む導入を工
夫した授業と知識を定着させる授業、
取得した知識を活用する授業など「め
あて」を明確にした飽きない授業を提
案していく。
・グループワークを「ルールの順守」
や「活動の多様化」などの観点から改
善していくことで、考える力や表現す
る力を高めていく。

・全体での作業時間には、質問のな
い生徒にも言葉かけを積極的に行
い、個人に合った追加課題や支援を
行っていく。
・個人で考えを深める際に「ヒントカー
ド」を必要な生徒に配ることで、参加
意欲を下げないように配慮していく。
・グループワークの中で、互いに教え
合う「学び合い」の構造を作り上げる
ように意識して指導を行っていく。

２
年

・課題設定へのきっかけが不十分で、
興味・関心や解決に対する意欲をもっ
て課題へ取り組むことができていな
い。
・資料の読み解きや課題への取り組
み方などにおいて、資料を見る視点
や解決のポイントなどが全体に定着
していないことが読み解く力の伸び悩
みに繋がっていると考えられる。
・ある情報から資料を作ったり使った
りする活動が不足しており、技能の能
力に影響があると考えられる。

・発問や資料の提示の仕方を工夫
し、目的意識をもって課題に取り組め
るようにしていく。
・資料選定を吟味し、推移・変化、比
較、類推・予測、仮説・検証などいくつ
かのパターンの課題を設定し、それ
ぞれで捉える視点や取り組む方法を
繰り返し行って定着を促す。
・情報を集めて資料を作って説明した
り、課題を解決するために有効な資
料を探し出したりすることで技能を高
めていく。

・机間指導を入念に行い、状況に応じ
て考える視点や既習内容を想起させ
る発問を行って、課題解決への道しる
べを提示する。
・グループワークでは役割をこちらで
用意し、個々の生徒が目標をもって
活動できるようにする。
・レベル別の課題を設定し、能力に応
じて取り組めるようにしていく。

３
年

・生徒が自ら課題を見つけ自ら取り組
む学習にならず、講義形式の授業が
多くなってしまっている。
・生徒の発言も少なく、集中できる授
業になっていない。

・グループワークでこれから取り組む
課題を見つけられるような学習を取り
入れる。
・生徒が発言しやすい発問や、考えて
発言したくなる課題を設けるように心
がける。

・写真の比較や絵の比較などから、
変わった点を発見させるなど、個々の
生徒が取り組み易く、発言しやすい課
題を設ける。
・机間指導ではきちんと一人一人を見
とってアドバイスをする。

　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　数　学　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

・生徒が活動する時間を設け、ほとん
どの生徒が意欲的に活動している。
計算問題に対して理解は高く、積極
的に取り組むことができている。しか
し、式の利用や文章理解になると、理
解度は下がる。文章の意味を理解し
たり、それを言葉で表現することを苦
手としている生徒が多いと考えられ
る。

・全体の場で、言葉で説明する時間
は設けているが、それだけでは発表
できる生徒が限られてしまう。生徒が
主となり活動する場面では、ただ活動
するだけではなく、グループ活動など
の少人数での考えを発表し合う機会
を作り、より多くの生徒に考えを言葉
で表現する場を作る。
・表現する機会を増やし、言語活動を
重視していく。

・授業内の指導だけでは、理解ができ
ていない生徒がいる。演習の時間で
は個別に対応しているが、時間が足
りなくなってしまうので、放課後の支援
を適宜行い、個別指導を充実させて
いきたい。

２
年

・ほとんどの生徒が授業に対してまじ
めに取り組んでいる。計算問題には
意欲的に取り組み、繰り返し練習する
ことで定着も図れているが、自分で考
え、表現するということに対しては積
極的ではない。それが、思考力・判断
力・表現力の低さに表れている。問題
を明確にさせた上で、自分で考え文
章で表現することを取り入れている。

・発問を工夫し、毎時間生徒にしっか
り考えさせる箇所をつくる。また、自分
の考えを自分の言葉で表現したり、人
の考えを聴くことや話し合う場面も設
定していく。
・分かりやすい説明や例の提示を心
掛け、繰り返し指導することで応用力
の伸長を促す。
・文章を読み取る力を養っていく。

・机間指導で理解の不十分な生徒や
意欲の低い生徒に声かけを行う。
・グループワークで互いに教え合った
り、話し合いを行うことで理解度の高
い生徒はより理解を深め、そうでない
生徒も理解しようという意欲をもたせ
る。

３
年

３年生になり、受験を意識し、全員が
正解までたどりつけるように、根気強
くがんばっている。授業中は理解でき
ているようだが、家庭学習の足りなさ
から、時間の経過とともに忘れてし
まったり、計算のスピードが上がらな
い生徒も多い。復習をすると思い出し
たり、お互いに教え合ったりして、一
人一人が自分の力を上げようとはし
ている。今後も、楽しい授業を意識し
ながら、入試レベルの問題にも取り組
ませていきたい。

・実験やゲーム、話し合い活動を取り
入れ、生徒のやる気を起こさせるよう
な楽しく引きつける授業をする。
・数学ソフトを使用して、脳のトレーニ
ング問題や入試問題などを用意す
る。
・多くの教科書・問題集を参考に教材
研究・開発に時間をかけ、指導内容
を充実させる。

・授業中、生徒どうしで大いに教えあ
い、お互いの力をつけていく。
・毎時間の確認テストで個人の理解
度を確認し、机間指導でアドバイスを
する。
・補習や質問タイム、再テストなどで
個々の分からないところを消化してい
く。
・入試の過去問題（標準～発展問題）
プリントを用意し、数学を得意とする
生徒にも、より力をつけさせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　理科　　　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

多くの生徒が授業に対して落ち着いた授業態度
で取り組んでいる。基礎的な知識や理解力は概
ね身に付いている生徒が多いものの、授業中の
発問に対して積極的に発言をする生徒は限られ
ている。また、授業に集中できていない生徒も少
数いる。全ての生徒が集中して授業に取り組
み、より多くの生徒が積極的に発言できるような
授業づくり、そのための指導が課題である。ま
た、実験には皆積極的に取り組むものの、結果
のまとめや考察、特に考察した内容を表現する
ことを苦手とする生徒が多い。班での話し合いを
とり入れるなどしながら考察を深め、それを表現
する力の向上も期待しているものの、その取り組
み方の検討や指導方法の改善が課題であると
考える。

授業に集中することについては、目的意識をもっ
て取り組めるように本時のねらいを明示するとと
もに、演示実験を行うなどして、生徒の興味・関
心を高められるようにする。また、適宜机間巡視
をしながら声をかけたり、発問するなどして適度
な緊張感をもたせる。一方、積極的な発言を促
すために、全体に問いかけたり個別に指名する
など発問方法を使い分けながら、発言しやすい
雰囲気づくりや、発言に対して適切に評価するこ
とで生徒の自信や次の発言につなげられるよう
にする。考察やその表現については、個々の考
えをまとめさせたうえで、話し合いの場面でお互
いの考えを述べさせるようにする。友達との考え
の相違を確かめることを通じて考察を深めるとと
もに、他者の表現方法を参考にしながら自己の
考えを表現する力を向上させるようしていく。

授業においては、適宜机間巡視する中で丁寧に
指導していくとともに、発問内容を考慮しながら
指名したり、ヒントを与えるなどして自信をもって
発言できるようにする。また、安心して発言でき
るような雰囲気やルールを徹底する。基礎的な
内容の理解のために演習を行う中での指導とと
もに、放課後や長期休業期間も利用しながら個
別の指導の充実を図る。

２
年

東京都の「児童・生徒の学力向上を図るための
調査」の結果によると、正答率は都の平均を大
きく上回っており、大変良い結果であるといえ
る。観点別に見ても、読み解く力については、取
り出す力、読み取る力はあるが、解決する力が
少し低くなっている。全体としては良い結果とい
えるが、正答率が高い生徒が数多くいるが、中
には非常に正答率が低い生徒もいる。この生徒
のフォローが課題である。

読み解く力のうち、解決する力が弱いので、日ご
ろの授業の中で、問題を把握させた後、実験結
果などから情報を正確に読み取り、そこから考
察を重ねて各自で自分なりの結果を導き出せる
ように考える時間を十分に取る。また、なかな
か、自分で考えることが苦手な生徒に対しては、
ヒントになるようなアドバイスを与えたり、既習事
項を思い出させたりする中で、どこに着目すれば
よいのかを探る手助けをしながらも、考えさせて
自分なりに文章や言葉で表現させることを繰り
返させるようにする。　　　　　　　　　　　　　また、
学習内容の理解度が低い生徒に対しては、机間
巡視の際、意識して個人的に声をかけたり、テス
ト前や長期休業のときは学習教室で基本的なこ
とを復習するなどの対策をとる。

左記のように机間巡視や学習教室のほか、実
験、観察などは３～４人の班で行うことが多い
が、だれかできる子に任せるのでなく、、一人一
人が取り組めるように一人、二人で取り組む実
験を取り入れたり、パフォーマンステストなどをや
ることによって、みんなが取り組まなければいけ
ない雰囲気を作り、一人一人全員が意欲をもっ
て実験できるよう工夫する。、

３
年

　定期テストでは、作成時想定した平均点より上
回った。生徒が学校で購入した問題集で家庭学
習をよくするようになっている。授業でも、プリント
にしっかり記入し、各自工夫してできるようには
なっている。しかし、実験についての考察は上位
の生徒はできるようになってきたが、まだできて
いない生徒も多い。

　実験については、目的を確認し、予想を立てさ
せた上で行っている。各班が実験を終了したころ
に、もう一度目的を確認し、考察のポイントを伝
えたうえで考察するように促しているが、考えよう
とせずに他の生徒の考察をあてにしている生徒
もいる。そのような生徒に対しては班での話し合
いは認めているので、自分で消化して自分の言
葉で表現できるようにすることから始めたい。

　左記のように、考察を自分で出来ない生徒に
対しては、机間巡視で特に、丁寧に、考察を促す
ようなヒントを与えて考えを導くことも行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　音楽　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

　実技（多くの場合は合唱）を通して、
その場で演奏すること、つまり技術面
に重点を置きがちであった。しかしそ
れでは多くの生徒にとって、生涯学習
の視点での力はつきにくい。また一面
からみた音楽の力ばかりに注目しが
ちである。
　今年度は基礎的な実技の技術の習
得を通し、徐々に聴く力を育てていく。
また幅広い視点から音楽をより楽し
み力を伸ばせるようにしていくため、
音楽を形づくる要素にも目を向けさせ
たい。

　前半は基礎的な技術習得と音楽を楽しく
学ぶことを目的に、聴く力を育てながら合唱
コンクールに向けた取り組みを中心に授業
を行う。
基本的な項目の具体例は、以下の通り。
・歌詞を理解し表現することができる。
・混声合唱の響きを味わうことができる。
・音符・休符・記号・拍を理解し、表現するこ
とができる。
・明瞭な発音（子音・鼻濁音など）に気をつけ
歌唱できる。
・正しい姿勢、発声の基礎を身に着けること
ができる。
・他の声部を意識しながら歌唱することがで
きる。etc.
後半は、箏の学習と創作の学習を通し、音
楽を形づくる要素にも目を向けさせる。
それらを踏まえ、卒業式で合唱する「大地讃
頌」にすべての学習を結びつけていきたい。

　合唱に関しては集団指導になりがち
だが、折に触れてさまざまな例を挙げ
て指導する。
　発音・発声法・変声期の男子の事情
やパート分けの手順については男子
のみならず全員に説明し、それらを各
自の歌唱技術に反映させる。そのこと
が、個人の力を伸ばすだけでなく、変
声期の生徒や自分の声に自信を持て
ない生徒は周囲からの理解を得ら
れ、意欲をもつきっかけにもつながる
と考える。.
　後半は班ごとに箏の学習や創作の
学習をする中で、教え合いや個人の
発表や作ったものを通して、音楽を形
づくる要素にも目を向けさせていく。

２
年

　実技（多くの場合は合唱）を通して、
その場で演奏すること、つまり技術面
に重点を置きがちであった。しかしそ
れでは多くの生徒にとって、生涯学習
の視点での力はつきにくい。また一面
からみた音楽の力ばかりに注目しが
ちである。
　今年度は基礎的な実技の技術の習
得を通し、徐々に聴く力を育てていく。
また幅広い視点から音楽をより楽し
み力を伸ばせるようにしていくため、
音楽を形づくる要素にも目を向けさせ
たい。

　前半は基礎的な技術習得と音楽を楽しく
学ぶことを目的に、聴く力を育てながら合唱
コンクールに向けた取り組みを中心に授業
を行う。
基本的な項目の具体例は、以下の通り。
・歌詞を理解し表現することができる。
・混声合唱の響きを味わうことができる。
・音符・休符・記号・拍を理解し、表現するこ
とができる。
・明瞭な発音（子音・鼻濁音など）に気をつけ
歌唱できる。
・正しい姿勢、発声の基礎を身に着けること
ができる。
・他の声部を意識しながら歌唱することがで
きる。etc.
後半は、箏の学習と創作の学習を通し、音
楽を形づくる要素にも目を向けさせる。
それらを踏まえ、卒業式で合唱する「大地讃
頌」にすべての学習を結びつけていきたい。

　合唱に関しては集団指導になりがち
だが、折に触れてさまざまな例を挙げ
て指導する。
　発音・発声法・変声期の男子の事情
やパート分けの手順については男子
のみならず全員に説明し、それらを各
自の歌唱技術に反映させる。そのこと
が、個人の力を伸ばすだけでなく、変
声期の生徒や自分の声に自信を持て
ない生徒は周囲からの理解を得ら
れ、意欲をもつきっかけにもつながる
と考える。.
　後半は班ごとに箏の学習や創作の
学習をする中で、教え合いや個人の
発表や作ったものを通して、音楽を形
づくる要素にも目を向けさせていく。

３
年

　実技（多くの場合は合唱）を通して、
その場で演奏すること、つまり技術面
に重点を置きがちであった。しかしそ
れでは多くの生徒にとって、生涯学習
の視点での力はつきにくい。また一面
からみた音楽の力ばかりに注目しが
ちである。
　今年度は基礎的な実技の技術の習
得を通し、徐々に聴く力を育てていく。
また幅広い視点から音楽をより楽し
み力を伸ばせるようにしていくため、
音楽を形づくる要素にも目を向けさせ
たい。

　前半は基礎的な技術習得と音楽を楽しく
学ぶことを目的に、聴く力を育てながら合唱
コンクールに向けた取り組みを中心に授業
を行う。
基本的な項目の具体例は、以下の通り。
・歌詞を理解し表現することができる。
・混声合唱の響きを味わうことができる。
・音符・休符・記号・拍を理解し、表現するこ
とができる。
・明瞭な発音（子音・鼻濁音など）に気をつけ
歌唱できる。
・正しい姿勢、発声の基礎を身に着けること
ができる。
・他の声部を意識しながら歌唱することがで
きる。etc.

　後半は、創作の学習を通し、音楽を形づく
る要素にも目を向けさせる。
　それらを踏まえ、卒業式で合唱する卒業
式の歌と「大地讃頌」にすべての学習を結び
つけていきたい。

　合唱に関しては集団指導になりがち
だが、折に触れてさまざまな例を挙げ
て指導する。
　発音・発声法ついて全員に説明し、
それらを各自の歌唱技術に反映させ
る。.
　後半は班ごとに創作の学習をする
中で、教え合いや個人の発表や作っ
たものを通して、音楽を形づくる要素
にも目を向けさせていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　美　術　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

・美術は、芸術教科でもあるが、身近
な題材もあり、生活に密着しているこ
とを教えている。

・日常生活の中で見るポスターや服
装の色など、学習内容とどのように繋
がっているか、具体的に示している。

・机間巡視及びアイデアスケッチ等の
提出により、個々にアドバイスをして
いる。

２
年

・見通しを持たせて制作させるように
しているが、授業外の時間を始めか
ら宛てにして、計画的に進めない生徒
がいる。

・授業時間内で制作する計画表をつく
らせる。

・机間巡視及びアイデアスケッチ等の
提出により、個々にアドバイスをして
いる。

３
年

・他教科で習ったことを知識とし、関連
付けて説明し、知識の活用をさせてい
るが、1年時に習ったことはおぼえて
いても、応用力に欠ける。

・作品への応用の仕方が、個々に異
なるため、机間巡視など個別に対応

する時間を確保する。

・机間巡視及びアイデアスケッチ等の
提出により、個々にアドバイスをして
いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　保体　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

・ほとんどの生徒に対し得手・不得手
にかかわらずどの種目に対しても、意
欲的に取り組む姿勢をもたせることが
できている。

・体育を苦手としている生徒、理解力
の低い生徒に対しての、学習資料や
学習カード・ノートについて分かりやす
い生徒の負担にならない資料精選を
行う。

・学習カードへのアドバイスを記入、
授業内での課題解決を行うための声
かけ等を、個に応じた指導を充実す
る。

２
年

・授業のねらいと本時の流れを授業
始めに提示をして生徒一人一人に授
業の見通しをもたせ、それぞれの課
題解決に向けて仲間同士の教え合い
を中心に授業を展開させている。それ
により、意欲的に取り組む生徒が多く
なっている。

・各種目に適した資料の精選と授業
ごと、１時間に組み込む技能のポイン
トの量を生徒の動きをみながら決める
ことが必要である。

・個人練習時には出来るだけ全員に
アドバイスをしていくこと。課題がなん
なのか考えさせ、その解決方法につ
いてもアドバイスをしていく。

３
年

・授業のねらいと本時の流れを授業
始めに提示をして生徒一人一人に授
業の見通しをもたせ、それぞれの課
題解決に向けて仲間同士の教え合い
を中心に授業を展開させている。それ
により、意欲的に取り組む生徒が多く
なっている。

・各種目に適した資料の精選と、技能
のポイントを、指導していく。仲間同士
での教え合いを発展していく。

・体育が好きな生徒が多く、個人練習
時には出来るだけ全員にアドバイス
をしてモチベーションを維持できるよう
に心がけている。そして、課題がなん
なのか考えさせ、その解決方法につ
いてもアドバイスをしていく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　技術　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

 ・授業の始まりに本時の目標
　と流れを示し、授業の全体
　像をイメージさせる。

・具体的な事例を通しての
　基礎・基本の理解の徹底を
　図る。

 ・具体的な例や生徒にとって身近な
例を数多く提示し、理解を深める。
・確実に技術や知識が定着するよう
に 繰り返しの指導を行う。

 ・自己評価を実施するなどして、
  解らないところは積極的に質問
  できる場を設ける。

・作業の進度を毎時間チェックし、
　個別指導に生かす。

２
年

 ・多くの生徒に達成感をもた
  せるための評価を行う。

・実際に家庭で生活する時に
　生かすことのできる力を育
　てる。

・目で見て、触ってといった、人間の
感覚を用いる授業を行い、興味関心
を高める。

・授業での具体的な実習や家庭での
実習等を通して、繰り返し指導し、実
践力を養う。

・自己評価を実施するなどして、
　わからないところは積極的に質問
　できる場を設ける。

・レポート作成の個別指導とその評価
をその都度行う。

３
年

 ・主体的に学習し､理解､実践
　する力を育てる。

・多くの生徒に達成感をもた
　せるための評価を行う。

 ・主体的に学習ができる場面を増や
す。 ワークシートの活用、小集団での
話し合いの設定、互いの機能を評価
し合う場の工夫を行うことにより授業
内容の充実を図る。

 ・個に応じた適切なアドバイスをしな
が ら、評価を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　　家庭　　　　　　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

 -C 衣生活の自立-　製作実習の基
礎「基礎縫い弁当袋」では、 技能にお
いて、個人差が大きく、苦戦している
生徒や、遅れてしまい焦っている生徒
がいた。そのことが原因で家庭科に
対する苦手意識がある。

・授業中は、一斉指導が中心で、個別
の指導が難しいが、進度チェックを
し、遅れている生徒の作品で、やり方
の説明をし、遅れを取り戻させる工夫
をし、「人より遅れている」と言う劣等
感を感じさせないようにしたい。

・家庭科は、生活と結びついている教
科なので、学んだことや身に付けた技
術を家庭生活の中で生かす場面の課
題をあたえる。

・授業中は、一斉指導が中心で、個別
の指導ができない。放課後の補習を
通して、個の技能に応じた丁寧な指
導をしていく。

・苦手意識を取り除くには、何より作
品を完成させ、提出することであると
考える。授業内でできなかった生徒に
ついては、放課後の補習をして、完成
を目指す。

２
年

　-C衣生活の自立-　衣服の着用「ゆ
かたの着装」では自装ではなく、つま
ずきの少ない他装にしたが、全員が
美しい着付けをすることができなかっ
た。

・教師の技術力の向上に努める。

・グループ学習を通して、互いを高め
ていく。

・家庭科は、生活と結びついている教
科なので、学んだことや身に付けた技
術を家庭生活の中で生かす場面の課
題をあたえる。

・着付けが覚えられない生徒について
は、放課後補習をして、自信を持たせ
てから、実技テストに臨ませる。

３
年

‐Ｄ身近な消費生活と環境ーにおいて
の学習では,知識の習得のみに終わ
り,「自分ならどうする」といった問題解
決的な学習ができなかった。

・「あなたならどうする？」まわりの生
徒同士で話し合いをもたせる。

・自分らしい暮らしを考えさせる。

・　契約解除の手紙を個別に書くこと
により、家庭科の、思考力・判断力・
表現力である工夫し創造する力を養
う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン



教科（　　　英語　　　　）

教科 指導方法の課題分析 具体的な授業改善策 個に応じた指導の充実

１
年

  聞く・話す・読む・書くの4領域のバラ
ンスを考えて授業を行い、ノート作り、
単語学習などを家庭学習として課題
にしている。定期テストでは、全体的
によく得点できているし、単語テストに
もよく取り組んでいる。スピーチやス
キット発表などにも積極的に取り組ん
でいる。定期テストは書く領域が少し
弱い。また、会話でスピーディーに応
対することが苦手な生徒がいる。

  スピーディーな会話の応対ができる
ようにペアワークだけでなく、教師との
対話も積極的に取り入れていく。ま
た、ノート作りはほとんどの生徒に身
に付いたが、まだ、取り組めていない
生徒がいるので全員が取り組めるよ
うに指導していく。また、文レベルの
書く力が付くよう書く機会を増やして
いく。

  書く力の中で、自由英作文は、創造
力の高い生徒には楽しく発展的に取
り組め、苦手な生徒は単語の入れ替
えによる文作りという形で取り組め
る。プリントにして紹介したり、スキット
やスピーチという形で全体に紹介する
ことにより、刺激を受けあいながら、
個々の力をつけることに繋がるので、
継続・発展させていきたい。

２
年

  東京都学力調査の結果では、東京
都の平均点を大きく上回っている。ま
たすべての観点において、東京都の
平均を上回っている。その中でも、表
現する能力の数値が低い。授業の中
でも、自分の考えなど、自分のことを
表現することに対して苦手意識をもっ
ている生徒がいる。

  アクティビティを多く取り入れ、表現
をする機会を増やすとともに、ワーク
シートなどにおいても、自分のこと、自
分の考えを表現する機会を増やして
いく。

  全体の前で発表する機会やALTと
一対一で会話ができるインタビューテ
ストやスピーチをする機会を各学期に
一回ずつ作る。

３
年

  学力は都の平均を大きく上回ってい
る。文法と英文を理解する指導を徹
底したことは効果が出ていると思われ
る。これから必要なものは応用力と聞
く・話す力である。リスニングさせる時
間をさらに増やしていきたい。

  リスニングの課題を授業の中で増や
していく。英語スピーチの時間を設
け、評価に加えていく。リスニングは
入試対策も含め、全体的な力をつけ
ていき、スピーチではアイコンタクトの
重要性も指導していく。

  リーディング時に個別に発音指導し
ていく。スピーチ終了時に、克服すべ
き課題を適宜指導していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２５年度　授業改善推進プラン
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